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あらまし：本ワークショップではパネルディスカッションを行う．児童生徒用の PC や情報機器，デジタ

ル教科書の開発・導入・運用について関連企業から現状報告や問題提起があり，それらを導入する地域の

教育行政の立場から教育の情報化の現状や課題について報告していただく．さらに，新しい学習方法とし

て注目される TEAL（Technology- Enabled Active Learning）の導入についての展望をご紹介いただく． 
キーワード：初等中等教育，教育の情報化，教育環境のシステム化，パネルディスカッション 

 
1. はじめに 
技術の進歩，教育観の変遷により，教育環境が大

きく変化している．電子黒板やタブレットＰＣ，デ

ジタル教科書などがすでに学校現場で一部導入され，

実践が蓄積されている．その中で，教育システム情

報学会として，これらの実践知をシステム化し，誰

でもが使える，誰にでもわかりやすくすることが急

務といえる． 
 本ワークショップでは，このような教育の情報化

と本学会が果たす役割について議論するため，パネ

ルディスカッションを行い，教育の情報化の現状や

課題を把握し，教育環境のシステム化の視点から課

題解決の方法や今後の展望を模索する． 
 
2. 教育の情報化の経緯と現状 
文部科学省は 2009 年，「スクール・ニューディー

ル」構想を発表し，これまでの PC やネットワーク

の導入に加えて各教室に電子黒板やデジタル TV の

導入を推進し，指導者用デジタル教科書の開発・活

用が加速化していく． 
同年 12 月，総務省より「原口ビジョン」が提唱さ

れ，施策例としてフューチャースクールによる協働

型教育改革を挙げ，2015 年までにデジタル教科書を

全ての小中学校全生徒に配備することなどを唱えた．

2011 年には，文部科学省が「教育の情報化ビジョン」

を発表し(1)，21 世紀にふさわしい学びと学校の創造

を目指して中・長期的な教育の情報化に係わる指針

を発表した． 
2010 年度から，総務省が「フューチャースクール

推進事業」を開始し，2011 年度から開始した文部科

学省の「学びのイノベーション事業」と協同して，

2012年 5月現在，全国 10校の小学校，8校の中学校，

2 校の特別支援学校で，タブレット PC やデジタル教

科書等の情報環境を活用した教育の実証研究が行わ

れ，フューチャースクール推進事業の成果をふまえ

たガイドライン(2)も公表されている． 
 

3. パネルディスカッション 
このように初等中等教育における教育の情報化が

加速するなかで，本学会情報教育委員会（本田敏明

委員長）では，下記のように「学校現場のデジタル

化に対応した教育環境のシステム化」をテーマにし

たパネルディスカッションを企画した． 
パネルディスカッションでは，まず，児童生徒用

の PC や情報機器，デジタル教科書の開発・導入・

運用について関連企業から現状報告や問題提起を行

っていただき，それらを導入する地域の教育行政の

立場から，教育の情報化の現状や課題について報告

していただく．さらに，デジタル化された教育環境

で可能になる TEAL（Technology- Enabled Active 
Learning）の導入についてご紹介いただく．その後，

パネリスト及び参加者の全員で議論し，学校教育の

デジタル化で実現する新しい教育の在り方や学習方

法について展望する． 
＜プログラム＞ 

10:00~10:20 
・挨拶：本田敏明（WS オーガナイザ，茨城大学） 
・パネル説明：西野和典（九州工大） 
10:20~12:00 パネルディスカッション 
・学習を支える ICT 環境の現状と課題 

村松祐子（富士通） 
・デジタル教科書の現状と今後の動向 

小田良次（実教出版） 
・教育の情報化の学校現場及び教育行政の状況と課題 
  本田博行（千葉県船橋市総合教育センター） 
・TEAL プラットフォームとしてのタブレット PC 

田村恭久（上智大学） 
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学習を支える ICT 環境の現状と課題 
－ひとり 1 台端末を使った実践校の活用事例から考える－ 
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あらまし：１人１台のタブレット PC と校内無線 LAN やクラウド環境を活用した学習の実践が小学校・

中学校で行われている．その実践から道具としての ICT の位置づけが見えてきた一方で，学校から校外・

家庭での活用も含め，連続性のある学習環境の構築が期待される中，どのような課題があるのかを考える． 
キーワード：ひとり 1 台端末，フューチャースクール， 学校，家庭 

 
1. はじめに 
総務省は，2010 年度から ICT を利活用した協働教

育の実現に向け「フューチャースクール推進事業」

を推進しており，公立小学校 10 校と 2011 年度から

新たに採択された中学校 8 校と特別支援学校 2 校に

おいて実証研究を進めている．これらの学校では，

ひとり 1 台の端末と普通教室に 1 台のインタラクテ

ィブ・ホワイト・ボード(以下 IWB) ，校内無線 LAN
などの ICT 環境が整備され，それらの環境について

の検証とその環境を利用した学び方や指導方法の研

究が行われている．このうち富士通グループでは，

西日本の小学校 5 校における実証研究を支援し，実

証研究の ICT 環境整備，各学校への ICT 支援員の派

遣，実証校同士の情報共有が可能なポータルサイト

や教材配信などができる教育クラウドの構築，ICT
を活用した授業実践の提案などを行っている．また，

2011 年度採択された中学校においても，3 校が当社

のスレート型 PC が採用され，そのうち 1 校におい

ては，校外や家庭からの利用も含めた実証研究環境

整備も行っている．本稿では，これらの実践校の活

用事例から，学習を支える ICT 環境について，その

現状と課題について考える． 
 

2. 導入しているタブレット PC について 
小学校は12.1インチのコンバーチブル型でキーボ

ード付，1.89kg とかなり重い．中学校は 10.1 インチ

のスレート型でキーボードはオプション，大容量バ

ッテリーを搭載して約 900g である．どちらもペンが

電磁誘導方式で，これは書き心地にかなり影響があ

る．実際には小学校導入時にはまだスレート型は販

売しておらず，重さについてはかなり議論になった

が，重さよりも画面の大きさや CPU スペック等の性

能を重視して導入した．中学校は，各地域での採用

であり，選ばれたのがスレート型であったというこ

とになるが，「持ち運びやすさ」が最大のポイントで

となった．スレート型 PC は想定する活用方法は閲

覧系で，軽さや薄さを追求しており，そのため，編

集機能等を駆使するアプリケーションでは，若干性

能不足であることは否めない．また価格面も大きな

課題で，数年たてば今よりは高性能・低価格の製品

が販売されるであろうが，いずれにせよ学習に使う

端末として，どのあたりで折り合いをつけるのかは，

常に悩まなければならない課題であろう． 
 

3. 小学校の実践から 

3.1  小学校の ICT 環境 

小学校 5 校は，各校への ICT 環境の整備に加え，

インターネットを介して利用するコンテンツ配信な

どのクラウド環境を整備している．また，各校には

ICT 支援員が一人常駐している．家庭との連携は，

初年度は携帯電話を使ったコミュニティーサイトも

立ち上げた． 

図 1 小学校の ICT 環境全体像 
実証事業であることと，既存の校務系のネットワ

ーク等と物理的に切り離しセキュリティを担保する

ため，各校には 100Mbps の光回線を直接引き込み，

各地域に整備されているネットワークは利用してい

ない．普及時には，地域で構築されたネットワーク

を活用することになると思うが，クラウドから配信

されるコンテンツ等を快適に利用するためには，そ

の地域ネットワークの見直しが必要となるだろう． 

3.2  実践からわかったこと 

小学校での実践は最終年度を迎え，各学校での活

用もかなり定着してきている．その中で，筆者が見

た授業や学校の先生から聞いた話から，児童・教員・

ICT 支援員のそれぞれについて，わかったことをま

インターネット網

協働教育プラットフォーム

各家庭
実証校（5校）

全普通教室に
インタラクティブ・
ホワイト・ボート

全児童・全学級担任に
１人１台のタブレットPC

実証をサポートする
ICT支援員を１名

（常駐）
学校と家庭を結ぶ

コミュニティーの構築

児童 保護者

ポータルサイト
コミュニティー

サイト
教材配信

教員用
グループウェア

ヘルプデスク、
サポート窓口の設置

コンテンツ／サービス
の提供

有線／無線ネットワーク環境の構築

校内ネットワーク

2010年度のみ
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とめる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 実践からわかったこと 
児童については，デジタルの特性が学びを深める

きっかけになっていると思われる．デジタルの特性

が有効に作用したと思われる点の中から，以下に３

つを示す． 
・何度でも書ける，失敗がやり直せる，色が使える

など表現力・思考力を養う訓練の道具となった． 
・IWB にすぐ表示ができることで発表機会が増加し，

意欲喚起とわかりやすく説明するための表現方法

を考えるようになった． 
・チェック機能や反復機能により，自分のペースで

学ぶことができ，学習の動機づけになった． 
特に，タブレット PC 上で自分の思考過程を書い

たもので説明したり，シミュレーション的な教材を

活用して，自分が見つけた解などをそのソフトを使

って動かしながら説明したりすることで，思考のプ

ロセスが共有でき，児童同士の学びあいが促進され

たのではないだろうか． 
また，教員は日々の ICT の活用の中で，道具を生

かした授業デザインがなされ，その積み重ねにより，

IWB と黒板の使い分けや学校内の授業スタイル（例

えば，○○タイムのように決まったスタイル）とし

ての定着などが見られるようになった． 
ICT 支援員については，これまでもいろいろな研

究がされてきているように，その影響力は大変大き

い．特に，学校に機器を導入し，まずは使い始める

という段階で，ICT 支援員が常駐し，いつでも呼べ

ば来てくれる状態というのは教員の安心感にもつな

がり，活用意欲を喚起していたと思われる．学校で

の ICT の活用が進むにつれ，技術的な作業から教材

検索や作成などの作業が増えてくるため，ICT 支援

員同士の交流や的確に教材を探すなどのスキル向上

をどう支援していくかが重要である． 
 

4. 学校から校外・家庭へ 
小学校では，校外や家庭でのタブレット PC の活

用は，タブレット PC の重さや家庭での回線の問題

などから，あまり活発には実践していない．2 校が

スタンドアロンで家庭に持ち帰り，宿題やドリルな

どをやってくる実践を行った程度である．しかし，

校外や家庭で，学校と連続して ICT を活用すること

は実証研究として期待されているところであり，当

社がサポートしている事例として，中学校での取り

組みについて簡単に紹介する．和歌山市城東中学校

では，スレート型 PC と校内無線 LAN に加え，Wimax
回線による校外や家庭での利用を始めている． 

図 3 和歌山市立城東中学校の ICT 環境 
また，Windows のスレート PC の他に，GPS 付き

の Android のタブレット端末も 30 台導入し，修学旅

行や国際交流で活用している．学習教材や生徒が撮

影した写真に，手書きで自由に書き込みを行うこと

ができるデジタルノートアプリケーションを開発し，

グループ学習や課外学習での情報収集・分類・整理

など，タブレット端末とクラウドの特性を生かした

学び方や指導方法の検証を開始したところである． 
 

5. まとめと見えてきた課題 
学校での実証や今後期待される取り組みなどを通

して ICT は以下の道具として有効であると考える． 
・訓練の道具 
・考える（調べる，試行錯誤）道具 
・表現の道具 ‐自分の思考過程を説明しやすい 
・共有（比較）する道具 
・履歴（蓄積）の道具 
上記の中で，履歴（蓄積）の道具であるが，特に，

個人での情報収集や考えの積み重ね，個人の成長の

エビデンスを作成し共有化する，など，ICT は個の

形成と集団における成長の相乗効果をもたらすもの

としてどのように役に立つのか，については，今後

の重要な研究課題ではないかと思う．また， 
・端末の物理的な課題‐大きさ，重さ，防水 
・学校内外で快適に利用できるネットワーク（ラ

ンニングコスト) 
・学びが連続するためのツール・コンテンツ 
・学習情報を取得・管理・活用する仕組み 
・情報モラル/個人情報の保護 
・保護者の理解・協力 

など，「子どもの生活や動きにあうモノ・仕組み・運

用」について，端末からクラウドまで，それを使う

人と提供する側の関わり方など，全体のシステムを

総合的に考えていかなければならないと思う． 

教育研究所
ALT,栄養士

ｸﾗｳﾄﾞ型
URLﾌｨﾙﾀ

センターシステム

授業支援ｻｰﾊﾞ

・ELPA
・手書きｼｽﾃﾑ
・ATR CALL
・ｺﾗﾎﾞﾉｰﾄ …

Web教材ｻｰﾋﾞｽ

教員

無線AP

ﾀﾌﾞﾚｯﾄPC

学校

生徒

生徒自宅

＋

ｽﾚｰﾄPC
WiMAX
端末

・Windows Intune資産管理SaaS

・ｅライブラリ
・ドラゼミ
・漢字検定…

教育SaaS
教員自宅

ﾀﾌﾞﾚｯﾄPC

和歌山市教育
イントラネット

WiMAX基地局

・ＳＮＳ
・教育ポータル

校外

生徒

ICT支援員

教育委員会

教育システム情報学会　 JSiSE2012     
第37回全国大会　2012/8/22〜8/24
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デジタル教科書の現状と今後の動向 
 

小田 良次 
Ryoji ODA 

実教出版株式会社 
Jikkyo Shuppan Co.,Ltd. 

 
あらまし：本稿では，まず初等中等教育で利用されるデジタル教科書について，指導者用デジタル教科書

及び学習者用デジタル教科書に分けて，その開発の現状を述べる．次に，学びのイノベーション事業及び

フューチャースクール推進事業の実証校への対応や，高等学校におけるデジタル教科書開発の状況につい

て述べ，デジタル教科書の今後の動向について解説する． 
キーワード：小・中学校，高等学校，デジタル教科書，学びのイノベーション事業， 

フューチャースクール推進事業 
 
 
1．指導用（提示型）デジタル教科書と学習者

用デジタル教科書 
ひとことでデジタル教科書といっても，教員が電

子黒板等で提示しながら授業を進めるための指導用

（提示型）デジタル教科書と，iPad のような端末を

生徒児童の全員に持たせて，生徒は教科書をその端

末から見て学習するための学習者用デジタル教科書

の２通りに大きく分けられる． 
教科書会社によるデジタル教科書の発行状況であ

るが，小学校・中学校の義務教育においては，新学

習指導要領による新教育課程となった小学校で平成

23 年度から，中学校で平成 24 年度から，国語・算

数（数学）・理科・社会・外国語などの主要教科にお

いては，前記したうちの指導用（提示型）デジタル

教科書は，各教科書出版社から，ほぼ出そろってき

たところである． 
いっぽう，学習者用デジタル教科書については，

「学びのイノベーション事業・フューチャースクー

ル推進事業」の実証校用に，開発を始めたところで

ある． 
 

2．学びのイノベーション事業・フューチャー

スクール推進事業 
総務省・文部科学省によるこの事業は，実証校と

して小学校 10 校，中学校 8 校，特別支援学校 2 校を

対象に，各教科書出版社で国語・算数・社会・理科・

外国語の教科書について，授業進度に合わせて，順

次，デジタル教科書の開発を行っている． 
義務教育の教科書採択は，地区ごとの広域採択で

あるが，実証校は全国に散らばっているため，採択

している教科書はまちまちである．小学校の 10 校を

とってみても教科書の採択は，算数も国語も 3 社に

分かれている．各教科書会社にとってかなり負担と

なっていることと，各社がバラバラなプラットホー

ムで開発していては実験実証の効果に影響を及ぼす

ことから，一般社団法人教科書協会のもとで，教科

ごとに幹事会社を決め，共同で開発している． 
なお端末機は，小学校 10 校については，東日本は

NTT コミュニケーションズ，西日本は富士通総研が

取り仕切っており，2 種類の端末機に限られている

ため，2 種類のデジタル教科書を制作すればよいが，

中学校は実証校の 8 校で導入されている端末機がバ

ラバラであり，各端末にあわせたデジタル教科書を

開発しなくてはならないという負担と混乱が一部起

きていることも事実である． 
 

3．高等学校におけるデジタル教科書 
高等学校の場合，義務教育（特に小学校）と比べ

て，電子黒板の教室への導入率は大変低いのが現状

である．また，生徒用端末については，佐賀県が高

校でも平成 25 年度から段階的に導入すると発表し

ているが，その他の都道府県では，まだ大きな動き

はない．そのため，義務教育と比べると，デジタル

教科書の制作は遅れているが，本格的に新教育課程

となる平成 25 年度に向けて，各社とも指導用（提示

型）デジタル教科書から開発を始めているところで

ある．教科書は高校専業の実教出版でも，情報科・

家庭科から制作をはじめ，今後，他教科についても

開発をしていく予定である． 
ワークショップでは，デジタル教科書のデモを行

いながら，その機能や特性，授業での活用方法など

をお示しするとともに，デジタル教科書の今後の展

望と問題点について議論できればと考えている． 
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教育の情報化の学校現場及び教育行政の状況と課題 
 

千葉県船橋市総合教育センター  
情報教育班 副主幹 本田博行 

honda-h@funabashi.ed.jp 
 
1. 船橋市の現状 

「船橋の教育」（教育振興ビジョン及び教育振興

基本計画）では８つの基本方針の中の３つに情報教

育関係の施策を掲げている．具体的には 

・基本方針２「学ぶ意欲を育て確かな学力の向上

を図ります」 学力の向上を図り、教員の授業力を

高め、学習意欲を向上させる．思考力，判断力，表

現力の育成に重点を置いた学習指導の研究をし，授

業の質的向上を図る．そのためには、教室にデジタ

ルテレビ，教材提示用カメラ等を段階的に整備する． 

・基本方針５「教職員の力量を高め指導力を発揮

できる環境をつくります」 子どもに向き合う時間

の確保のため、校務用パソコンを導入して効率的な

校務処理を推進し校務のシステム化を検討する．教

員１人１台の水準を目指す． 

 校内における情報の一元的な管理を行い，情報漏

洩の危険性を低くするとともに，校内の教育情報の

共有化を図り，授業準備の短縮，会議の削減，事務

の効率化等を行う．また，教育用ネットワークを介

した市内教職員の情報共有や，様々な教育情報を活

用した授業の改善に役立てられるよう，グループウ

ェアの利用など校務用コンピュータの活用方法につ

いての検討を行う． 

・基本方針７「安全・安心で質の高い教育環境を

整備します」 ＩＣＴ環境の整備を進めて児童生徒

の情報活用能力を育成するともに，デジタルテレビ

や教材提示用カメラ等の学びやすい教育用備品の整

備充実を図るなど，質の高い教育環境を整備する． 

 情報教育に関する教職員研修や情報機器の障害対

応等の技術的支援，情報モラル教育の充実を図り児

童生徒の情報活用能力を育成する． ヘルプデスク担

当技術者を活用し，学校からの技術的事項の問い合

わせに対応する． 

 情報教育の推進に不可欠な教育用コンピュータお

よび周辺機器，校内ネットワーク等（中学校の有線

LAN の整備）の計画的な整備を行う． 

と基本方針が示され、教育の情報化の両輪である

「校務の情報化」と「児童生徒の情報処理能力の向

上」への取り組み目標が設定されている．   

船橋市では学習用コンピュータの導入は教育セン

ター（最初の管轄は指導課）が計画的に整備（現在

は第４次導入計画の２年目）している．文部科学省

が平成２３年８月に発表した「学校における教育の

情報化の実態等に関する調査結果」では、普通教室

の校内 LAN 整備率（１００％）、電子黒板の整備状

況（１校１台）は全国平均（８２．３％）を上回っ

ている．しかしながら、「校務の情報化」に関して

は、所管の課が無く予算がつかず、「教員の校務用

コンピュータ整備率」が全国平均が９９．２％であ

るのに対し、船橋市の整備率は４８．６％である．

また、校務支援システムのある学校の割合が千葉県

の平均が６０％であるのに対し、船橋市は０％であ

る．決して進んでいるとは言えない状況である． 

2. 今後の課題 

 今後は「校務の情報化」に向けて関係各課が計画

的に取り組まなければならない．予算を担当する財

務課、機器の仕様や保守管理にあたる教育センター、

運用方法を統括する総務課などが連携して整備に当

たらなければならない． 

 具体的な目標としては 

 ・なぜ教育の情報化が必要かアピールする 

・情報教育担当者研修や導入講習会の充実 

・教員１人１台の機器整備を目指す 

 ・ネットワーク回線の質の向上を目指す 

 ・教育用コンテンツの充実を図る 

 ・児童生徒に情報モラル教育を徹底する 

 学校は児童生徒が教育活動の中心であり、教育の

情報化もその中心に教育の質の向上がなくてはなら

ない．そのために我々は行政としてできることを積

極的に取り組みたい． 

参考文献 

 船橋市教育委員会 ” 船橋の教育”(2010) 
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TEAL プラットフォームとしてのタブレット PC 
 

Tablet PCs as TEAL Platform 
 

田村 恭久* 
Yasuhisa TAMURA* 
*上智大学 理工学部 

*Faculty of Science and Technology, Sophia University 
Email: ytamura@sophia.ac.jp 

 
あらまし：今後の就学期教育の現場において，タブレット PC を用いた電子教科書・教材が普及すると予

想される．このタブレット PC は，単に教科書コンテンツを閲覧するだけでなく，TEAL (Technology-Enabled 
Active Learning)を実施するプラットフォームとしても利用可能である．これを実現するには，技術面の課

題をクリアする必要があると同時に，教員が授業中に TEAL を容易に導入できる環境整備も必要である． 
キーワード：タブレット PC，電子教科書，アクティブラーニング，TEAL 

 
 
1. はじめに 

文部科学省「教育の情報化ビジョン」(1)は，従来

の集合学習に加え，個別学習や共同学習の導入と拡

充を示しており，これを実現する手段の一つとして

タブレット PC の利用を挙げている．またこれらの

先進的教育のパイロットプランとして，総務省のフ

ューチャースクール事業(2)や文部科学省の学びのイ

ノベーション事業(3)が現在展開されている． 
これらに用いられているタブレット PC は，可搬

性があると同時にネットワーク接続機能や多種のセ

ンサーを備えており，これを用いて TEAL 
(Technology- Enabled Active Learning)を実施する可能

性を秘めている．筆者らは，タブレット PC を用い

て TEAL を実施する環境を試作開発し，これを運用

する際の技術面での問題点および可能性をまとめた
(4)(5)．タブレット PC を用いた TEAL が教育現場で普

及するためには，導入や移行支援も大切な要素であ

る（図１）．

 
 

2. 学習現場における TEAL の導入 
TEAL は，独特の学習方法が注目されている(6)-(9)

だけでなく，現代の児童／生徒の特質であるデジタ

ルネイティブ世代にフィットした学習方法としても

脚光を浴びている(10)． 
しかし，TEAL を実際の授業に導入するには，多

くの障壁がある．まず，教員がそのポリシーや有効

性を十分に理解している必要がある．次に，生徒・

児童が持つタブレット PC 上に容易に導入可能であ

り，従来の学習形態より学習効果を高める必要があ

る．また異なるタブレット OS 上でも稼働し，移植

の工数をできる限り減らす必要がある． 
このため，筆者は HTML5 と JavaScript を用いた

ePub 電子教科書に TEAL 機能を含めることが，コン

テンツ開発負荷を低減する上で最適であると考える．

また，生徒・児童が自発的に情報を検索・発見でき

るよう，学校に無線 LAN 環境を整備することも同

様に重要である． 
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